
＜動物のすみかをしらべよう ～秋のみずべ公園 ①花に来る虫たち その1.チョウ･ガ＞

秋らしくなってきた９月 24、29日、ひたち

野うしく小３年生の皆さんとみずべ公園を歩き

ました。テーマは「動物のすみかをしらべよ

う」。今回もテーマにそった観察ビンゴカードを
かんさつ

手に、いろいろな生きものたちのいろいろな暮
く

らしを観察しました。その一部を紹 介していき
しょうかい

ましょう。まずは花の蜜や花粉を求めてやって
みつ か ふ ん

くる虫たちから、チョウやガの仲間。
な か ま

カタバミの小さな花が咲いていました。する
ざ

とヤマトシジミやキタキチョウなどがやってき

て、花から花へと蜜を吸っていきます。カタバ
みつ す

ミは、ヤマトシジミの幼 虫が葉を食べる植 物
ようちゅう しょくぶつ

でもあります（このような植物を「食 草」とい
しょくそう

って、モンシロチョウの幼 虫ならアブラナの
ようちゅう

仲間というように、それぞれ幼虫の食べるもの
な か ま

が決まっています）。

セイヨウタンポポでも、キタキチョウが蜜を
みつ

吸っていました。日本のキチョウは以前は１種類とされてい
す い ぜ ん しゅるい

ましたが、DNAを調べた結果２種類いることが分かり、

九州南部～沖縄の南西諸島にすむものを「ミナミキチョ
おきなわ なんせいしょとう

ウ」、それより北のものを「キタキチョウ」と呼ぶようにな

りました。でも見た目はそっくりなので、両方がすむ地域で
ち い き

は困ってしまいますね。チョウたちはどうやって見分けてい

るのでしょう？

近くのタンポポには、セセリチョウがたくさん来ていまし

た。ですが、よく見ると 1種類ではありません。はねの白
しゅるい

い斑点もようの違いなどで見分けられるので
はんてん ちが

すが、同じ種類でも少しずつ違っていて、逆

に別の種類なのに似たもようになって判断し

にくい場合もあります。だからこそじっくり

と、よ～く観察しないといけないのですね。
かんさつ
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カタバミの蜜を吸うヤマトシジミ(左上)と
みつ

キタキチョウ(左下)。カタバミは、ヤマト

シジミの食 草でもある。
しょくそう

セイヨウタンポポの蜜を吸うキタキチョウ
みつ

(上)と、イチモンジセセリ(下左)、チャバネ

セセリ(右上)、オオチャバネセセリ(右下)。



イチモンジセセリが、ハッカでも蜜を吸っていまし
みつ

た。ハッカの葉はもむとすぅーっとした香りがします
かお

が、蜜はどんな味なのでしょうね？
みつ

近くのミゾソバはほぼ満開で、ツバメシジミなどが蜜
まんかい みつ

を吸っていました。シジミチョウの仲間は、表と裏では
な か ま

ねのもようや色がずいぶんと違います。
ちが

葉をもむと臭いクサギ。でも花は
くさ

ユリに似た甘い香り。カラスアゲハ
あま

やスズメガの仲間がよく来ますが、
な か ま

この日はモンシロチョウとホシホウ

ジャクが蜜を吸っていました。
みつ

校庭でも、きれいな花が咲いていればチョウやハチがやってきます。遊ぶのにくたびれたら、ちょ

っと花だんの花にも目を向けてみましょう。一所懸命に暮らしている虫たちの姿が見られるかもしれ
いっしょけんめい

ませんよ。 【理科支援員：宮内】

ハッカの蜜を吸うイチモンジセセリ(左上)と、ミゾソバの
みつ

蜜を吸うツバメシジミ(下２枚)。
みつ

クサギの蜜を吸うホシホウジャク(左)とモンシロチョウ(右)。
み

マリーゴールドの蜜を吸うチャバネセセリ(左)とツルレイシの蜜を吸うヤマトシジミ(右)。
み


